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意義

閉経 前後に お け る イ ン ヒ ビ ン 測定 の
p − 40　　　 閉経婦人の 体脂肪分布と脂質代謝の

関連性 に関する検討

横浜 市大

白須和裕 、橋本栄 、菊地律子、植村 次雄、

水口弘司

鹿児島市医師会立病院

伊集院博文， 大西英資，住吉　稔

［目的］閉経期周辺 における血中イ ン ヒ ピ ン 動態

に つ い て 検討 し、あh せ て FSH 、エ ス トラジオ

ール （E2 ＞の 変化 と の 関連 か らそ の 意義に つ い

考
’
察す る。 1方法 141 〜60 歳の 婦人 121 名

を対象 に lfiLiPイン ヒ ビ ン 、　 FSH 、E2 を RIA

に て 測定 した 。イ ン ヒ ビ ン 測 定 に は ウ シ イ ン ヒ ビ

ン を
’2「

］で 書票識、ウサギ抗イ ン ヒ ビ ン抗休を第 1

抗 体と した RIA キ ッ トを川 い た 。また 、閉経 の

有無、閉経後 年数 につ い て も調 査 した 。 L成績 ］

  血中イ ン ヒビ ン は加齢 とともに減少 し、有意な

負の 柑関 を 示 した （r・−0，467，pく0．OO1 ）。年齢

層別 にみ た イ ン ヒ ビ ン f直の 検討 で は 、46 − 47

歳群4．OO＋ 1．031U／ml （門± S．E．）か ら 48 − ・19

歳 群 1，81，士 O．88へ と減少 し、さらに 50 −．51 歳

群 1，47二10 ．59か ら 52 − 53 歳群 0．23± O，14へ の

段階で 急激な減少 を示 した 。また 、閉経前の グル

　プ に お け る イ ン ヒビ ン 値3．18± O．56と比較する

と閉経後 グル ープ （平 均閉経年齢 49 ． 1歳 ）で

は O．54tO ．14と有意 に減少 して い た （pくO．　OOI）。

しか し、閉経後 年数別 にイ ン ヒ ビ ン 値 をみ ると、

各群間に イ】意差 は なか っ た 。  FSII は 、加齢と

と もに 上 昇 し、有意な相関が認め られた （r・O．47

6，pくO，OO1）。46 − 47 歳群 19．2± 5．9m］U／ml（M

± S，E．）か ら 48 − 49 歳群 55，↑± 18．6に 急 激 に

上昇 し、以後漸増 した 。  FSH とイン ヒ ビ ン と

の 間 には 、有意 な逆相 関関係が認め られ （r・・−O．47

6，p〈O．oel｝ま た FSH と E2 と の 間に も有意な逆

相関関係 が認 め られ た （r＝−O．430，pく0，001｝。 1

結 論｝イ ン ヒ ビ ン は閉経 繭お よび閉経後 早期に減

少 する こ とか ち閉経 前後 の 残存卵胞 の 状態 を反映

し、閉経 予知 の 指標 とな り得 る可能性 が示唆 され

た 。

匸目的コ中高年女性の 高脂血症 は肥満や閉経とい

う観点か ら論 じられて きた 。 しか し，脂質代謝は

肥満度よ り体脂肪 の 分布 と相関 し，閉経を境に体

型 （体脂肪分布） も変化する。 そ こで以下の よ う

な検討を行 っ た 。 　［方法］閉経婦人80例（61．6 ±

7．3 歳 高脂血症43例）を対象 とした 。 年齢，閉

経後年数 身長，体重、body　mass 　 index（BMI）と

体脂肪率，上／下半身脂肪量比 （UIL），上半身脂肪

量をDEXAで 測定 した 。   各因子 と血清脂質 （TG，

TC，　HDレ C）の 相関を求めた 。   最 も相関 した因子

を有経婦人 （36．7 ± 9．3 歳 N ・ ・170）の それ と比較

した 。 次に ， 腹囲を臍横部と腸骨上部の 皮下脂肪

厚 の 和で 除 した値 （内臓脂肋相対鍵 ；WISF1）を C’1

あるい はMRI か ら求め，W／SFT× 上半身脂肪量 × 定

数（内臓脂肪絶対量 ；V）を算定 した 。   W／SFT，　V

と血清脂質との 相関を求めた 。   V ，W／SFTと各因

子 との 相関を求めた 。 相関は年齢，閉経後年数，

身長を補正 した多変量解析で行 っ た 。 ［成 績］ 

U／L が TG，　TC 値と最も相関した （それぞれ r ＝ 0．

34  0．32 ’
） 。   閉経婦人の U／L は 1．3 ± 0．4

で あり有経婦人の 0．9 ± 0．4 に比較 して 有意 1こ高

か っ た
ゆ

。   V はTGと正の 相関を示 し，特 に肥満

者で強い 相関 （FO ．72
’

）を認めた 。
　 W／SFT はV

ほ どTGとは相関を示 さなか っ た
。
　TC値 も同様の 結

果で あ っ た 。   V はU／L と正 の 相関（r ＝0．4P ）

を示した 。 しか［、 W／SFT は肥満者 にお い て の み

U／L と相関を示 した 。 （
’ P 〈 0．Ol）［結論］閉経

を境に体脂肪分布は上半身型に 傾 き，特に 内臓に

脂肪が蓄積 しやす くなる 、 内臓脂肪絶対量が脂質

代謝 と最も相関する こ と7」・ ら，閉経婦人 は体脂肪

の 分布の 点か らも高脂血症にな りやすい ことが示

された 。
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